
1．はじめに

（特非）雨
あまみず

水市民の会＊は，1994年に東京都墨田区で開催さ
れた「雨水利用東京国際会議」での市民を中心とした取り組み
を背景に，1995年に活動を開始した。以来30年近くにわたっ
て治水・利水・防災・環境といった多様な側面から雨水の利活
用の普及を行っている。その背景には，ゼロメートル地帯と言
われる東京東部低地で，1980年前後に頻発した都市型洪水へ
の対策と同時に，水源地域の少雨による都市部での渇水危機の
経験から，頭上の雨を排除し捨てる一方で，遠く離れた水源地
から運ばれてくる水資源に依存する都市の水循環への危機感が
ある。
活動を通して，単に人間の活動に雨水を利用（utilize）する
だけではなく，より大きな水循環の視点に立って，雨を借りる
（＝貯留，利用），返す（＝浸透，蒸発散），つくる（＝降雨）
という大きな視点で捉え，その循環を健全化する役割を担って
いこうという考え方が広がり，現在では雨を利用するだけでは
ない広義の「雨水活用（Rainwater Harvesting）」の取り組みが
普及している。本稿では，水循環の視点から「雨水活用」に着
目し，気候変動や水環境・生態系保全と関連して取り組みが進
んでいる現状を紹介する（図-1，2）。

図-2　 1994年雨水利用東京国際会議での「雨水利用東京宣
言」。気候変動に直面する現在にも通じるメッセージ
となっている（「めざそう雨と共生する都市」雨水利
用東京国際会議記録，1995年3月，雨水利用東京国際
会議実行委員会）。

図-1　1981年の錦糸町での都市型洪水の様子（写真：雨水市民の会）

＊ 1995年「雨水利用を進める市民の会」として発足し，2003年「雨水
市民の会」に改名。2005年NPO法人化。（https://www.skywater.jp）

【図表について】電子ジャーナルサイト「J-STAGE」ではカラーでご覧
いただけます。https://www.jstage.jst.go.jp/browse/shikizai/-char/ja/
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要　　　　旨

健全な水循環を促進し都市の水課題に対処するために，雨水を排除せず利用したり，ゆっくり流す「雨水活用」の概念が注目され
ている。日本における雨水の貯留と利用の現状，タンク内雨水の水質について紹介するほか，東京都墨田区での取り組みに焦点を当
て，都市部での小規模分散型雨水管理の進展と課題に言及する。今後の取り組みとして，タンク内の水量の適切な管理や流出抑制効
果の検証，それに基づく運用規程の策定をめざす。またグリーンインフラやネイチャーポジティブといった環境対応に関する世界的
潮流を踏まえて，自然と調和しながら，雨と共生する持続可能な都市環境の実現に向け，市民ができる取り組みを紹介する。
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